
エマージング・カレンシー・債券ファンド（毎月分配型）

分配金引上げについてのQ&A

「エマージング・カレンシー・債券ファンド（毎月分配型）」が

格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）が実施した『Ｒ＆Ｉファンド大賞』の

投資信託/エマージング債券部門において、2年連続の受賞となりました。

◆2011年は優秀ファンド賞を受賞

◆2010年は最優秀ファンド賞を受賞

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、過去のデータに基づいたものであり、将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、投資の参考となる情
報を提供することのみを目的としており、投資家に当該ファンドの購入、売却、保有を推奨するものではありません。また、格付投資情報センターの
顧客に対して提供している定性評価情報とは関係ありません。当大賞は信頼すべき情報に基づいて格付投資情報センターが算出したものであり、
その正確性及び完全性は必ずしも保証されていません。当大賞に関する著作権その他の権利は、格付投資情報センターに帰属します。格付投資
情報センターの許諾無く、これらの情報を使用（複製、改変、送信、頒布、切除を含む）することを禁じます。「投資信託／総合部門」の各カテゴリー
については、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評価したもので、必ずしも受賞運用会社の全ての個別ファンドそれぞれについて
運用実績が優れていることを示すものではありません。
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●当資料は、新生インベストメント・マネジメント株式会社が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の
記載内容、数値、図表等については、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお、当資料のいかなる内容も将来の投資収益を示唆・保証するものではありません。●ファンドは、値動きのある資産（また、外貨建て資産の場合、この他に為替変動リ
スクもあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものでありません。●ファンド運用による損益は、すべて投資信託をご購入される受益者のみなさまに帰属します。●取得のお申込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお
渡ししますので必ず内容をご理解の上、ご自身でご判断ください。●投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構または、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また元本や利回りの保証はありません。●販売会社が登録金融機関の場合は、証券会社と異な
り、投資者保護基金に加入しておりません。●投資信託のお申込み時には購入時手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。
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Q.1 分配金を80円（1万口当たり、課税前）に引上げた理由は何ですか？

A. 当ファンドが投資対象とするエマージング市場は、引続き良好な投資環境が見込まれ
ます。分配金の引上げは、現在の基準価額水準、為替、ポートフォリオの利回り、分配
可能原資の状況等を総合的にみた上で判断しました。

＜設定来からの基準価額と純資産総額推移＞

（2006年6月30日（設定来）～2011年7月25日）

＊基準価額は、信託報酬控除後、信託財産留保額控除前、課税前です。
＊上記グラフは過去の実績であり、将来の運用成果をお約束するものではありません。
＊「課税前分配金再投資基準価額」とは、基準価額に各収益分配金（課税前）を、その分配が行われる日に全額再投資したと仮定して算出したものであり、当社が公表している基準価額とは異なります。
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Q.2 今後、ボーナス分配はどうなりますか？

A. 毎月の分配金の水準を引上げた上で、安定的な分配を維持することに伴い、今後は
6月、12月のボーナス分配の実施を取り止める方向で検討中です。

＜設定来からの基準価額と分配金実績の推移＞

（2006年6月30日（設定来）～2011年7月25日）

＊上記グラフは過去の実績であり、将来の運用成果をお約束するものではありません。
＊「課税前分配金再投資基準価額」とは、基準価額に各収益分配金（課税前）を、その分配が行われる日に全額再投資したと仮定して算出したものであり、
当社が公表している基準価額とは異なります。
＊第1期決算日には約款の条項により収益の分配は行いませんでした。
＊上記分配金は過去の実績であり、将来の成果をお約束するものではありません。
＊分配金は増減したり支払われない場合があります。
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Q.3 分配可能原資の状況を教えてください。

A. 分配可能原資は、2011年7月25日現在で1,482円です。

＜直近1年間の収益分配原資推移（1万口あたり、円）＞

＊上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
＊分配金は増減したり支払われない場合があります。

①配当等収益：ファンドが受取った利息収入と値上がり益

②収益調整金：有価証券売買等損益相当額とその他収益調整金の合計値

③分配準備積立金：配当等収益などの収益から次期以降に繰り越される分配準備金 直近1年間の配当等収益の平均は、1万口当たり
78.06円です。また、分配可能原資が1万口当たり
1,482円（2011年7月25日現在）あることから、今後
も80円（1万口当たり、課税前）程度の安定した分配
を行っていくことは可能であるとみています。

第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期 第60期 第61期 直近1年間平均
2010/8/23 2010/9/24 2010/10/25 2010/11/24 2010/12/24 2011/1/24 2011/2/23 2011/3/23 2011/4/25 2011/5/23 2011/6/23 2011/7/25 第50期-第61期

配当等収益 46.21 47.06 145.04 148.51 0.00 58.09 0.00 51.44 91.94 128.82 32.64 186.98 78.06
配当等収益（経費控除後）　① 44.03 43.36 137.78 141.62 0.00 51.26 0.00 45.32 90.29 122.55 25.78 180.01 73.50

収益調整金　② 933.23 937.80 943.01 949.24 954.05 959.76 963.01 965.78 972.25 977.49 985.53 999.22
分配準備積立金　③ 473.18 453.64 433.16 506.07 583.41 478.33 466.96 405.09 385.64 411.87 467.51 383.68

1,450.44 1,434.80 1,513.95 1,596.93 1,537.46 1,489.35 1,429.97 1,416.19 1,448.18 1,511.91 1,478.82 1,562.91
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1,390 1,374 1,453 1,536 1,437 1,429 1,369 1,356 1,388 1,451 1,378 1,482

7,256円 7,282円 7,176円 7,134円 6,949円 6,862円 6,874円 6,805円 7,164円 6,991円 6,885円 6,716円

決算前収益分配可能額①+②+③

分配金落ち後基準価額
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Q.4 ファンドのパフォーマンスについて教えてください。

A. 米ドルベースでみれば、2008年の世界的な景気後退の影響を受け下落したものの、
その後堅調に推移しています。しかしながら、為替市場において、急激な円高・米ドル
安が進み、パフォーマンスの足枷となっています。

＜米ドル・円 為替レート＞
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＊「分配金再投資」または「課税前分配金再投資基準価額」は、各収益分配金（課税前）を、その分配が行われる日に全額再投資したと仮定して算出したものです。
＊中央のグラフは2006年6月30日（設定日）から2011年6月末まで、左・右の2つのグラフは2006年7月3日から2011年6月30日の推移を表しています。

＜投資先ファンド外国投資信託の推移＞ ＜基準価額の推移＞
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Q.5 現在のポートフォリオの利回り水準を教えてください。

A. ファンド設定後の平均最終利回りは8%台で推移していましたが、直近では6%台後半
となっています。

＜ご参考：投資先ファンドの利回り＞

＊利回りの計算は委託会社の見解に基づいて行っています。
＊平均直接利回りは、各債券の直接利回りを加重平均しています。
＊平均最終利回りは、各債券最終利回りとキャッシュを加重平均しています。

平均直接利回り 平均最終利回り
ファンド設定後（2006年7月31日） 7.66% 8.45%
ファンド最高値近辺（2007年6月29日） 8.00% 8.72%
ファンド最安値近辺（2008年10月31日） 8.11% 10.51%
2009年12月30日 6.35% 6.09%
2010年12月30日 5.48% 4.92%
直近月末（2011年6月30日） 7.03% 6.92%
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Q.6 現在の投資先ファンドの「債券」の運用状況を教えてください。

A. 中南米地域に多く投資をしています。現地通貨建て債券インデックスのパフォーマン
スを地域毎にみますと、当ファンドの設定日以降中南米地域を筆頭に堅調に推移してい
ることがわかります。

＜債券の地域別組入れ推移（設定日2006年6月30日～2011年6月末）＞
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*構成比率は投資先ファンドの純資産総額を100％として算出しています。

＜現地通貨建て債券の動き（設定日2006年6月30日～2011年6月末）＞

注1：上記はファンドの運用実績ではありません
注2：2006年6月末を100として、その後の日次騰落率を指数化
注3：JPMorgan GBI-EM Broad Diversifiedのデータをもとに新生インベストメント・マネジメントにて作成
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Q.7 現在の投資先ファンドの「通貨」の運用状況を教えてください。

A. エマージング市場に対する投資家心理に改善がみられることから、先進国通貨に対
してエマージング通貨が上昇するとブルーベイではみています。そのため先進国通貨を
ショート（売り持ち）し、エマージング通貨をロング（買い持ち）する戦略をとっています。

＜投資先ファンドの通貨の地域別組入れ推移（設定日2006年6月30日～2011年6月末）＞

＜各通貨別の構成比率＞ ＜為替ヘッジ合計＞

*投資先ファンドの純資産総額を100％として表示しています。
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ファンド名
商品分類
当初設定日
信託期間
決算日
購入・換金
申込不可日

申込締切時間
購入単位
収益分配

購入価額
換金価額
換金代金
課税関係
（個人の場合）

お客さまには以下の費用をご負担いただきます。
【直接的にご負担いただく費用】

購入時手数料

信託財産留保額
【信託財産で間接的にご負担いただく費用】

運用管理費用
（信託報酬）等

その他費用・手数料

なお、お客さまにご負担いただく費用等の合計額につきましては、ファンドの保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

お申込みメモ

投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。

エマージング・カレンシー・債券ファンド（毎月分配型）
追加型投信／海外／債券
2006年6月30日（金）
無期限とします。
原則として、毎月23日（休業日の場合は翌営業日）とします。
販売会社の営業日であっても、下記のいずれかに該当する場合は、購入および換金のお申込みはできません。
●ルクセンブルグの銀行休業日
●ロンドンの銀行休業日
●ニューヨークの銀行休業日
午後3時までに、販売会社が受付た分を当日のお申込み分とします。
販売会社が定める単位とします。
年12回の決算時に、原則として収益の分配を行います。
※分配金を受け取る「一般コース」と自動的に再投資される「自動けいぞく投資コース」があります。なお、どちらか一方のコースのみのお取扱いとなる場合が
あります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。
換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額（当該基準価額に、0.5%の率を乗じて得た額）を控除した価額とします。
原則として換金申込受付日から起算して、7営業日目からお申込みの販売会社でお支払いします。
課税上は株式投資信託として取扱われます。収益分配時の普通分配金ならびに、換金時および償還時の譲渡益に対して課税されます。

購入価額に3.675%（税抜3.5%)を上限として、販売会社が独自に定める率を乗じて得た額とします。

換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.5%の率を乗じて得た額を、ご換金時にご負担いただきます。

純資産総額に対して年率1.955％程度（税込）
＊当ファンドの運用管理費用（信託報酬）：年率1.155％（税抜1.10％）、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）：年率0.8％を合算したものがお客さま
に実質的に負担いただく費用の概算値です。
当ファンドからは、財務諸表監査に関する費用等の諸費用、信託事務の処理に要する諸費用等、投資先ファンドからは保管報酬、事務処理に要する諸費用、
組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料およびファンド設立費用等が支払われます。
※「その他の費用・手数料」は、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を表示することができません。
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委託会社、その他関係法人

委託会社 新生インベストメント・マネジメント株式会社（設定・運用等）
03-6880-6448（受付時間：営業日の9時～17時）

ホームページアドレス：http://www.shinsei-investment.com/
登録番号 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第340号
加入協会 社団法人投資信託協会

社団法人日本証券投資顧問業協会 協会会員番号 第011-01067号
受託会社 株式会社りそな銀行（信託財産の管理等）
販売会社 14-15頁参照（募集・換金の取扱い・目論見書の交付等）

ファンドの特色

■ファンド・オブ・ファンズの形式により、主に投資信託証券に投資を行い、長期的に安定的な収益の確保と投資信託財産の成長をめざし

て運用します。

■ルクセンブルグ籍オープン・エンド型の米ドル建て外国投資法人である「SIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ ボ

ンド・ファンド」投資証券および証券投資信託である「SIMショートターム・マザー・ファンド」受益証券を主な投資対象とします。

■投資信託証券への投資は、高位を維持することを基本とします。

■毎月23日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、安定した分配を行うことをめざします。

■当ファンドの外貨建て資産につきましては、為替ヘッジを原則として行いません。

■当ファンドの主要投資対象である現地通貨建てエマージング債券に投資するファンドは、ブルーベイ・アセット・マネジメント・リミテッドが運

用します。

※ 資金動向、市場動向によっては上記のような運用ができない場合があります。
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ファンドのリスクについて①

当ファンドは、組入れた有価証券等の値動きにより、基準価額が大きく変動することがありますが、これ
らの運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、外貨建て資産に投資した場合、為替
変動リスクも加わります。したがって、ファンドにおける投資者の皆様の投資元本は保証されているもの
ではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割込むことがあります。また、投資信託は預貯
金と異なります。

当ファンドの主なリスクは以下のとおりです。ファンドのリスクは下記に限定されるものではありません。

<基準価額の変動要因＞

■ 価格変動リスク（金利変動リスク）
当ファンドは、主として投資信託証券を通じて公社債に投資します。公社債の価格は、一般的には金利が低下した場合は上昇し、金利が

上昇した場合は下落します。また発行体が財政難や経営不安となった場合などは大きく下落したり、倒産等に陥った場合などは無価値と
なる場合もあります。実質的に組入れた公社債の価格の下落は基準価額が下がる要因となり、その結果投資元本を割込むことがあります。
また当ファンドは、先進国の債券に比べ、市場規模や取引量が比較的小さい国･地域の公社債を実質的な投資対象としますが、そうした

公社債の価格は大きく変動することがあります。さらに流動性が低いため、想定する債券価格と乖離した価格で取引しなければならない
場合などがあり、そうしたことが基準価額の下落要因となり、その結果投資元本を割込むことがあります。

■ 為替変動リスク
当ファンドは、実質的に外貨建て資産に投資しますので、投資した資産自体の価格変動のほか、当該資産の通貨の円に対する為替レー

トの変動の影響を受け、基準価額が大きく変動し、投資元本を割込むことがあります。為替レートは、各国の経済･金利動向、金融･資本政
策、為替市場の動向など様々な要因で変動します。
また当ファンドは、先進国の金融商品市場に比べ、市場規模や取引量が比較的小さい国･地域を実質的な投資対象としますが、そうした

国･地域の為替相場は大きく変動することがあります。さらに、流動性が低いため、想定する為替レートと乖離したレートで取引を行わなけ
ればならない場合などがあり、それらのことが基準価額の下落要因となり、その結果投資元本を割込むことがあります。



販売用資料

13

●当資料は、新生インベストメント・マネジメント株式会社が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の
記載内容、数値、図表等については、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお、当資料のいかなる内容も将来の投資収益を示唆・保証するものではありません。●ファンドは、値動きのある資産（また、外貨建て資産の場合、この他に為替変動リ
スクもあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものでありません。●ファンド運用による損益は、すべて投資信託をご購入される受益者のみなさまに帰属します。●取得のお申込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお
渡ししますので必ず内容をご理解の上、ご自身でご判断ください。●投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構または、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また元本や利回りの保証はありません。●販売会社が登録金融機関の場合は、証券会社と異な
り、投資者保護基金に加入しておりません。●投資信託のお申込み時には購入時手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。

■ カントリーリスク
当ファンドは、実質的に海外の資産に投資します。このため、投資対象国･地域の政治･経済、投資規制･通貨規制

等の変化により、基準価額が大きく変動することがあり、投資元本を割込むことがあります。
特に新興国は、先進国と比較して、一般的には経済基盤が脆弱であるため、経済状況等の悪化の影響が大きくなり、

そのため金融商品市場や外国為替市場に大きな変動をもたらすことがあります。また政治不安などが金融商品市場や
外国為替市場に大きな変動をもたらすことがあります。先進国と比較し、経済状況が大きく変動する可能性が高く、外
部評価の悪化や経済危機等が起こりやすいリスクもあります。さらに大きな政策転換、規制の強化、政治体制の大きな
変化、テロ事件などの非常事態により、金融商品市場や外国為替市場が著しい悪影響を被る可能性があります。自然
災害の影響も大きく、より大きなカントリー･リスクを伴います。

■ 信用リスク
当ファンドは、実質的に組入れた有価証券等の発行者の経営･財務状況の変化およびそれらに対する外部評価の変

化等により基準価額が影響を受け、投資元本を割込むことがあります。
特に新興国は先進国に比べ、発行者の経営･財務状況の急激な悪化や経営不安･破綻が起こりやすいリスクがあり

ます。

■ その他の留意点
●ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
●金融商品取引所等の取引停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情がある場合等は、受付を中止するこ
とやあるいは既に受付けた注文を取消すことがありますのでご注意ください。
●投資信託に関する法令、税制、会計制度などの変更によって、投資信託の受益者が不利益を被るリスクがあります。
●分配金は計算期間中に発生した信託報酬等控除後の利子等収入および売買益（評価益を含みます。）を超過して
支払われる場合がありますので、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありま
せん。また、受益者の個別元本によっては、分配金はその支払いの一部ないし全てが実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。なお、分配金の支払いは純資産から行なわれますので、分配金支払いにより純資産総額は
減少することになり、基準価額が下落する要因となります。

ファンドのリスクについて②
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販売会社一覧①（2011年7月25日現在）

登録番号 日本証券業協会
（社）日本証券投
資顧問業協会

（社）金融先物取
引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

今村証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第3号 〇 〇

　　　　SMBC日興証券株式会社※
　　　※「投信つみたてプラン」および
　　　　　「投信スーパーセンター」での
　　　　　取扱いとなります。

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 〇 〇 〇 ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 〇 〇

おきなわ証券株式会社 金融商品取引業者 沖縄総合事務局長（金商）第1号 〇

香川証券株式会社 金融商品取引業者 四国財務局長（金商）第３号 〇

コスモ証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第15号 〇 〇 〇

株式会社西京銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第7号 〇

株式会社証券ジャパン 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第170号 ○

株式会社新生銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 〇 〇

新生証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第95号 〇 〇

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第6号 〇

株式会社筑波銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第44号 〇

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 〇 〇 ○

金融商品取引業者名　（五十音順）
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販売会社一覧②（2011年7月25日現在）

登録番号 日本証券業協会
（社）日本証券投
資顧問業協会

（社）金融先物取
引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

トレイダーズ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第123号 〇 〇

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第24号 〇 〇

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 〇

日産センチュリー証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第131号 〇 〇

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 〇 〇 〇 ○

浜銀ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1977号 〇

フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第152号 〇

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 〇 〇

三田証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第175号 〇 ○

三井生命保険株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第122号 〇

株式会社八千代銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第53号 〇

楽天銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第609号 〇 〇

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 〇 〇

ワイエム証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第８号 〇

金融商品取引業者名　（五十音順）


